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地球・自然環境の本全情報2004-2010
定価（本体28,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2296-1　　　　　　　　　　冊

関連図書を網羅した7年ぶりの最新版

●2004～2010年に刊行された地球・自然環境に関する
図書を主題別に一覧できる図書目録です。『地球・自
然環境の本全情報1999-2003』（2004.8刊）の最新継続版。

幅広い分野をテーマ別に収録
目次・内容情報もわかる

●環境汚染、自然エネルギー、博物学、気象、海洋、
地震・火山、古生物学、鉱物などについて、学術書
から実用書まで幅広い図書を収録、基本的な書誌事
項と内容情報がわかります。

●「書名索引」「事項名索引」付き。

！

地球・自然環境の本全情報
2004-2010

CO2削減、ビオトープ、環境アセスメント、異常気象など
キーワードでひける図書目録

日外アソシエーツ 編
A5・980頁　定価（本体28,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2296-1　2011年1月刊行 9784816922961

内容見本《温室効果・地球温暖化》

◇1冊で知る地球温暖化　シェリー・タナカ著, 黒川由美訳　
原書房　2009.11　154p　19cm　1400円　I  978-4-562-04524-2

　N  519
　 内容 第1章 地球温暖化はもう始まっている　第2章 どうして

こんなことになったのか　第3章 地球の気候とその仕組み　
第4章 地球温暖化による影響　第5章 ぞっとするような数字　
第6章 むずかしい問題―代替エネルギーを求めて　第7章 行動
を起こそう

　 ＊ 世界の「リアル」を知るワン・テーマ・ブック。地球温暖
化の入門書。

◇いま起きている地球温暖化―地球が壊れ始めている　国栖
治雄, 内藤克彦共著 　化学工業日報社　 2005.10　 355p　
21cm　2800円　I  4-87326-474-X　N  519

◇温室効果ガスの算定と報告―工場又は事務所その他の事業
場の排出量について　向井憲一著　省エネルギーセンター
2010.9　255p　21cm　2600円　I  978-4-87973-377-1
　 内容 第1章 早わかり「温対法」と「省エネ法」（温対法・省

エネ法強化の背景　温室効果ガス排出量の報告（温対法）　
エネルギー使用量の報告（省エネ法））　第2章 「温対法」
の概要と実務（「温対法」の基本事項　実務者が算定・報告
に必要とされる法的知識　「温対法」と「地球温暖化対策基
本法（案）」）　第3章 「省エネ法」の概要と実務（「省エ
ネ法」の基本事項　実務者が算定・報告に必要とされる法的
知識）　第4章 算定・演習エネルギー使用量と温室効果ガス

好評既刊

●1999～2003年に刊行された図書7,456点を収録

地球・自然環境の本全情報1999-2003
A5・690頁　定価（本体16,800円＋税）　978-4-8169-1860-5　2004.8刊
●1993～1998年に刊行された図書8,011点を収録

地球・自然環境の本全情報93/98
A5・700頁　定価（本体16,800円＋税）　978-4-8169-1557-4　1999.7刊
●1945～1992年に刊行された図書約14,000点を収録

地球・自然環境の本全情報45/92
A5・760頁　定価（本体31,068円＋税）　978-4-8169-1215-3　1994.2刊

地球全般� ：地球科学　地球物理学　地球・天文地理学　地球の歴史
自然環境汚染�：自然環境汚染　大気汚染　海洋汚染　土壌汚染
自然保護� ：自然保護　自然保護運動　森林　森林生態学　森林保護
自然エネルギー�：風力エネルギー　地熱エネルギー　バイオエネルギー
自然誌� ：自然地理学　日本の自然・風景写真　天然記念物
気　象� ：航空気象　山岳・森林気象　農業気象学　自然災害
海　洋� ：海底地質学　海洋開発　海洋観測　波・潮汐・潮流
河川学� ：河川環境　日本の河川　世界の河川　水害
地震・火山� ：地震学　地震予知　津波　活断層　火山学
地形・地質� ：構造地質学　堆積学　地質調査　土砂・地盤災害
古生物学・化石：古生物学　日本化石誌　古動物学　動物化石　脊椎動物
鉱　物� ：岩石学　鉱物資源　資源と地球環境�

…etc.

■見出し例■


